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年
頭
の
ご
挨
拶

�
公
益
社
団
法
人
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安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

�

理
事
長��

沖
田

　一
夫

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に

平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
公

益
社
団
法
人
と
し
て
認
定
後
四
年
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
間
法
令
で
定
め
ら
れ
た
公
益
目
的
事

業
活
動
を
推
進
し
、
よ
り
社
会
の
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
過
去

に
受
け
た
補
助
金
の
削
減
や
昨
今
の
経
済
状
況

に
よ
る
受
託
額
の
減
、
高
齢
や
病
気
な
ど
に
よ

る
会
員
の
退
会
、
定
年
延
長
や
再
雇
用
制
度
等

に
よ
る
入
会
会
員
の
伸
び
悩
み
等
、
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
は
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
同
様
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
こ
最
近
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た

の
か
、
企
業
か
ら
の
仕
事
の
申
し
込
み
や
問
い

合
わ
せ
等
も
増
え
て
き
て
お
り
、
ま
た
新
規
入

会
会
員
も
前
年
度
対
比
約
二
倍
の
二
十
五
名
の

方
を
新
し
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
セ
ン
タ
ー
事
業
発
展
の
希
望
の

光
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
企
業
と
の
連
携
を
深
め
、
就

業
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
先
般
労
働

局
よ
り
指
導
を
受
け
た
「
臨
時
的
か
つ
短
期
的
、

軽
易
な
業
務
への
就
業
」
に
つ
い
て
、
指
揮
命
令

や
混
在
就
業
、
適
正
な
就
業
日
数
の
確
保
、
雇

用
ま
が
い
の
就
業
な
ど
に
つ
い
て
、
偽
装
請
負
と

な
ら
な
い
よ
う
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
理
念
の
も
と
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

を
念
頭
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
繋
が

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
芸
高
田
市
の
高
齢
化
率
は
約

四
十
四・六
％
（
六
十
歳
以
上
人
口
統
計
）
と

年
々
高
く
な
って
お
り
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
高
年
齢
者
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
・
経
験
・

技
能
を
活
か
し
て
働
く
こ
と
は
、
健
康
の
維
持
・

向
上
、
介
護
予
防
な
ど
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と

や
、
ま
た
二
次
的
な
効
果
と
し
て
老
人
医
療
費

の
軽
減
、
追
加
的
収
入
に
よ
る
地
域
内
消
費
は
、

安
芸
高
田
市
地
域
の
経
済
が
潤
う
と
同
時
に
、

地
域
の
活
力
維
持
・
発
展
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　

市
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
、
役
職
員
の

皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

�

安
芸
高
田
市
長

　
　
　
　

�

浜
田

　一
義

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
・
役
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
希
望

に
満
ち
た
平
成
二
十
六
年
の
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
、
市
政
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
団
塊
の
世
代
が
六
十
五
歳
に
到
達
し

平
成
四
十
七
年
に
は
、
国
民
の
ほ
ぼ
三
人
に一
人

が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
は
益
々
進

展
し
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
末
の
高
齢
化
率
を

見
ま
す
と
、
三
五･

七
％
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
を
柱
に
設
立
・
運

営
さ
れ
既
に
三
十
数
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
四
年
九
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た｢

高
齢
社
会
対
策
大
綱｣

に
お
い
て
、

｢

特
に
、
退
職
後
に
、
臨
時
的
・
短
期
的
又
は

軽
易
な
就
業
等
を
希
望
す
る
高
齢
者
等
に
対
し

て
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
を
提

供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す

る｣

と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
現
状
は

長
引
く
景
気
の
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
益
々
厳

し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
並
び
に
役

員
の
皆
様
が
、
長
年
の
経
験
、
知
識
、
技
能
を

活
か
し
な
が
ら
元
気
に
生
き
生
き
と
働
き
活
動

さ
れ
る
姿
は
、
後
進
に
と
っ
て
も
希
望
の
光
で
あ

り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
能
力
活
用
の
観
点
か

ら
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
る
ご
貢
献

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め

て
そ
の
活
動
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

�

安
芸
高
田
市
議
会
議
長

　

�

塚
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　近

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
は
、

健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
が
設
立
以
来
、
市
民
の
皆
様
か

ら
親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
市
内
高
齢
者

の
雇
用
の
創
出
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
寄
与

さ
れ
、
発
展
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

理
事
長
様
を
は
じ
め
役
職
員
、
会
員
の
皆
様
方

の
熱
意
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬
意

と
感
謝
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
引
く
不
況
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り

回
復
の
足
音
が
聞
こ
え
て
参
り
ま
し
た
が
、
国

内
の
雇
用
状
況
は
依
然
と
し
て
不
十
分
で
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
に
あ
っ
て
、
地
域
社
会
の
活
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
た
め

の
環
境
づ
く
り
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
代
表
で
あ
る
皆

様
方
が
、
さ
ら
に
ご
活
躍
で
き
る
よ
う
、
市
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
精
一
杯
の
ご
支
援
を
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
明
る

く
、
は
つ
ら
つ
と
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活

躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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（ ₃ ）

安全就業標語表彰式

　平成 25 年度安全就業標語の表彰式を行い、理事長よ
り賞状と記念品を入賞者に手渡されました。

広島県シルバー人材センター連合会による安全就業パトロール

秋の剪定講習会

10月29日（火）

11月14日（木）
28名

9月2日（月）

　立川園芸土木�立川諭氏
を講師に招き、松の手入れ
についてご指導いただき、
熱心に講習を受けました。

入賞された方々 選考の様子

　連合の長谷川氏が来所され、草刈作業（吉田地区）、剪定作業
（甲田地区）をパトロールされました。



  「シルバーの日」 ボランティア活動 

公益社団法人 安芸高田市シルバー人材センター会報

　 （ ₄ ）

2₀₁₄（平成2₆）年１月１日

参
加
さ
れ
た　

   

皆
様

　
　
　
　
　
　

   

ご
協
力
あ
り
が
と
う　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

郷野小学校、可愛小学校、郡山公園の３ヶ所に分かれて、剪定・草刈り・ゴミ拾い等を行いました。

小田小学校の剪定、草刈り、草取りを行いました。

根野小学校の剪定、草刈り、溝掃除等を行いました。

甲田町甲田町甲田町甲田町甲田町甲田町甲田町甲田町甲田町

八千代町八千代町八千代町八千代町八千代町八千代町八千代町八千代町八千代町

吉田町吉田町吉田町吉田町吉田町吉田町吉田町吉田町吉田町



  「シルバーの日」 ボランティア活動 

公益社団法人 安芸高田市シルバー人材センター会報2₀₁₄（平成2₆）年１月１日

（ ₅ ）

参
加
さ
れ
た　

   

皆
様

　
　
　
　
　
　

   

ご
協
力
あ
り
が
と
う　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

美土里中学校の剪定、草刈りを行いました。

市役所高宮支所の剪定、草取りを行いました。

丸山公園の沿道の草刈りを行いました。

美土里町美土里町美土里町美土里町美土里町美土里町美土里町美土里町美土里町

高宮町高宮町高宮町高宮町高宮町高宮町高宮町高宮町高宮町

向原町向原町向原町向原町向原町向原町向原町向原町向原町
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2₀₁₄（平成2₆）年１月１日

　

吉
田
町
地
域
の
会
員
は
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
「
奉
仕
活
動
」
を
各
地
区
に
分
か
れ
て
実
施
し

ま
し
た
。

◎
吉
田
・
丹
比
地
区
は
合
同
で﹁
郡
山
公
園
の
清
掃
﹂

◎
可
愛
地
区
は
﹁
可
愛
小
学
校
の
剪
定
・
清
掃
﹂

◎
郷
野
地
区
は
﹁
郷
野
小
学
校
の
剪
定
・
清
掃
﹂

と
そ
れ
ぞ
れ
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
行
事
と
し

て
10
月
3
日
に
土
師
ダ
ム
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
23
名
で
4
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

困
難
な
芝
コ
ー
ス
の
中
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

4
本
も
で
て
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
1
日
で
し
た
。

�

福
丸

　清
治

　

私
た
ち
襖
・
障
子
班
は
、
甲

田
町
に
作
業
所
を
も
ち
安
芸
高

田
市
内
を
は
じ
め
市
外
か
ら
も

張
り
替
え
の
注
文
を
受
け
、
そ

の
家
に
取
り
に
行
き
、
き
れ
い

に
張
り
替
え
て
、
そ
の
家
に
運

び
、
立
付
け
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
調
整
し
て
、

開
け
閉
め
が
楽
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
張
り
替
え
作
業
に
つ
い
て
は
、
会
員
は

常
に
研
修
を
重
ね
て
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
襖
・
障
子
班
に
入
っ
て
技
術
の
習

得
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
よ
ろ
こ
び

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
近
く
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

�

谷
川

　正
留

奉
仕
活
動
及
び

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

襖
・
障
子
班
の
活
動

お
礼
の
手
紙

地域だより
吉田町

甲田町

八千代町　

八
千
代
町
で
は
、
10
月
26
日
（
土
）
に
根
野
小

学
校
で
地
域
の
環
境
美
化
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
か
ら
お
礼
の
手
紙

が
届
き
、
ま
た
、
根
野
小
だ
よ
り
に
も
写
真
と
感

謝
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

藤
原

　憲
司
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私
は
、
シ
ル
バ
ー
の

会
員
に
な
っ
て
早
５
年

に
な
り
ま
す
。
仕
事
は
、

宿
日
直
の
業
務
を
し
て

い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
、

書
類
の
手
続
き
に
手
間

取
っ
た
り
失
敗
し
た
り

と
大
変
で
し
た
が
、
同
じ

班
員
の
方
に
丁
寧
に
教

え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ

で
、
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
は
、
少
し

で
も
地
域
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
、
他
の
会

員
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
美
土
里

中
学
校
の
奉
仕
作
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
で
は
「
や
ろ
う
会
」
に
入
り
、
小
学

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
餅
米
作
り
や
凧
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
門
松
作
り
や
米

舞
祭
り
の
餅
つ
き
な
ど
現
在
12
名
で
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
山
登
り
が
好
き
で
「
み
ど
り
山
登
り

グ
ル
ー
プ
」15
名
位
で
月
1
回
、「
広
島
グ
ル
ー
プ
」

６
名
で
月
２
回
、
計
３
回
中
国
地
方
の
山
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

 

砂
田

　岑
生

　

会
員
の
楽
し
み

の
一
つ
と
し
て
年

末
の
親
睦
研
修
会

が
あ
り
ま
す
。

　

二
～
三
个
所
の

候
補
地
よ
り
湯
の

森
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー

発
足
以
来
、
地
元
で

の
親
睦
会
は
初
め

て
に
な
り
ま
す
。

　

遠
方
に
出
か
け
る
の
が
定
番
に
な
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
自
分
達
の
就

業
場
所
で
も
あ
り
み
ん
な
の
声
に
押
さ
れ
て
会
員

に
案
内
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
一
名
の
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。

　

湯
の
森
と
は
年
契
約
で
草
刈
り
・
剪
定
・
草
取

り
を
特
に
５
月
～
10
月
は
集
中
し
て
月
一
回
の
割

合
で
20
数
名
の
会
員
が
集
ま
り
ま
す
。
誰
も
が
安

定
し
て
参
加
で
き
る
就
業
場
所
は
他
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

親
睦
会
も
盛
会
の
内
に
終
わ
り
支
配
人
の
方
も

大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
湯
の
森
の
就
業
に
な
お
一
層
愛
着
心
が

わ
い
て
く
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

 
寄
光

　
　巌

　

向
原
町
坂
上
地
区
で
は
毎
年
カ
タ
ク
リ
自
生
地

と
ミ
ツ
マ
タ
群
生
地
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
タ
ク
リ
自
生
地
斜
面
の
下
刈
り
は
、
振
興
会

や
シ
ル
バ
ー
会
員
、
Ｏ
Ｂ
も
加
え
た
男
性
が
作
業

を
行
い
、
刈
草
等
の
処
理
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

女
性
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

作
業
前
に
は
、「
互
い
に
離
れ
て
刈
り
払
う
」「
作

業
者
の
真
下
に
は
入
ら
な
い
」
な
ど
の
諸
注
意
が

あ
り
、
事
故
も
な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
ミ
ツ
マ
タ
群
生
地
に
安
芸
高
田
市
の
炭
化

肥
料
を
利
用
し
、
約
90
袋
（
１
３
０
０
キ
ロ
）
を

散
布
し
ま
し
た
。

 

渡
邉

　徹
也

山
登
り

親
睦
研
修
会

地域だより

高宮町

向原町

美土里町

カ
タ
ク
リ
と

　
　
　

ミ
ツ
マ
タ
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新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

は
、
午
（
う
ま
）
年
で
す
。
馬
の
瞳

孔
は
横
長
で
顔
の
左
右
に
目
が
付
い
て
い
る
の
で
、
視
野
は

三
五
〇
度
に
及
び
、
真
後
ろ
以
外
は
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
も
、
お
互
い
に
細
か
い
事
柄
に
も
注
意
を

向
け
な
が
ら
、
安
全
第
一
に
、
元
気
で
楽
し
く

活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記
会報『シルバー安芸高田』原稿募集
　会員のための会報づくりを目指し原稿を募集しています。題材
は自由です。仕事・旅行・趣味・体験談など400字詰原稿用紙一
枚程度に書いて事務局までお送りください。写真・俳句・川柳な
ども募集しています。会員皆様のご投稿をお待ちしています。

【表紙の写真について】エオの谷（美土里町北）
ホースセラピー施設（馬に乗り、馬とふれあうことで心身が癒
されます）で、美土里小学校の児童が体験されました。

配分金支払証明書について 
　シルバー人材センターで平成25年中に仕事をされた方は、配分金の支
払証明書を送付いたしますので、税務署への申告時に提出してください。�

お悔やみ

高
宮
町　

�

渡�

邉　
　

敏�

様
（
十
二
月
）

�

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

会員募集しています

お知らせ
◎連絡所は、１月・２月の

２ヶ月間、週１回の開

所となります。

八千代連絡所

美土里連絡所

高宮連絡所

向原連絡所

月

火

午後のみ開所
13：30～16：30


